


　１月６日～８日の３日間、韓国・ソウルにて合宿研究会を開催。総勢34名で、低出産・高
齢化・貧困という日韓共通の課題や、そこへのとりくみについて学びました。仁川空港到着後、
まずはソウル歴史博物館（写真）で、朝鮮時代から現代にいたるまでのソウルの歴史と文化を
学びました。日本が植民地政策のなかで朝鮮王朝や大韓帝国を象徴していた建築物のほとんど
を破壊し、支配した歴史の解説もありました。韓国の人たちから日本が奪ったものの大きさを
あらためて学び、感じる合宿研究会のスタートとなりました。

支配の歴史を反省し、心かよわせ合う未来へ支配の歴史を反省し、心かよわせ合う未来へ
第28回合宿研究会inソウル第28回合宿研究会inソウル



　写真は、「ソウルランタンフェスティバル」がおこなわれていた清
チョンゲチョン

渓川。清渓川沿いには、
1970年代初頭まで「パンジャチップ」と呼ばれたバラックがあり、被服工場の労働者、日雇
い労働者、行商・露天商など都市貧民の居住地域でしたが、都市開発の名目でソウル市の周縁
に追い出されてしまいました。川を覆って、その上に清渓高架道路が建設され、周辺には高層
ビルが立ち並びました。産業化の象徴といわれた高架は、老朽化とともに公害問題により撤去
され、2005年に人工河川として復元されました。今はソウル市民の憩いの場として四季折々
の景色を楽しむことができます。



　２日目のシンポジウムでは、会場を貸してくださったソウル市立永
ヨンドゥンポ

登浦障害者福祉館のチェ
館長が、「まずはじめに、元日の震災は韓国でも大きく報道されています。被害に遭われた方々
にお見舞い申し上げます」と、能登半島地震に触れてあいさつをしてくださいました。隣国と
して関心と気持ちを寄せてくださっていることに、心があたたかくなりました。４つめの報告
をしてくださった南陽州障害者福祉館のコン館長も、同志社大学に留学した恩師のもとで社会
福祉を学んだことや、社会福祉における日本と韓国のつながりの深さを語ってくださいまし
た。



　
次
号
で
紹
介
す
る
、３
日
目
に
訪
問
し
た
永 ヨ
ン
ラ
ポ
リ
ウ
ォ
ン

楽
保
隣
院
（
児
童
養
護
施
設
）は
、さ
か
の
ぼ
る
と
明
治
時
代
に
設
立
さ
れ
た
鎌
倉
小
児
保
育
園
（
現
社
会
福
祉
法
人
聖 せ
い
お
ん

音
会
）に
ル
ー

ツ
が
あ
り
ま
す
。
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
キ
ム
院
長
は
、
な
ん
と
私
た
ち
が
訪
問
し
た
翌
週
に
日
本
の
児
童
養
護
施
設
に
視
察
に
行
か
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
同
じ
課
題
や

悩
み
を
抱
え
る
日
本
と
韓
国
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で
交
流
を
深
め
学
び
合
う
こ
と
の
意
義
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
３
日
間
で
し
た
。
そ
の
一
端
を
、
今
号
と
次
号
で
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 （
写
真
は
、
２
日
目
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
み
な
さ
ん
と
参
加
者
）�

（
写
真
・
文
　
編
集
室
）
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関東大震災下の「ろう者」
惨殺の史実を追って
～日本語の発音発話が生死を分けた～

明石・伊丹「ろう史と手話」研究会　藤井　裕行　

震
度
７
。
元
日
の
夕
方
、
石
川
県
能
登
半
島
を
巨
大
地
震
が
襲
っ
た
。
大
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る

と
、
テ
レ
ビ
の
多
く
は
正
月
番
組
に
戻
っ
た
。
と
こ
ろ
が
被
害
は
甚
大
だ
っ
た
。
地
震
発
生
か
ら
四
週

間
が
経
過
し
て
も
、
犠
牲
者
の
人
数
す
ら
正
確
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
能
登
半
島
は
山
だ
ら
け
の
長

い
半
島
で
陸
路
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
寸
断
さ
れ
、
救
援
の
手
が
と
ど
か
な
か
っ
た
。
通
信
施
設
も
被
害

を
受
け
、
被
害
の
全
容
が
把
握
で
き
ず
、
こ
の
地
域
の
高
齢
化
率
の
高
さ
、
過
疎
化
、
そ
し
て
耐
震
化

が
遅
れ
た
建
物
の
倒
壊
が
被
害
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
た
。
デ
マ
や
流
言
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
て
拡
散
し
た

が
、
災
害
弱
者
が
惨
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
例
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
一
〇
〇
年
前
に
起
き

た
関
東
大
震
災
で
は
、
日
本
語
の
発
音
発
話
が
困
難
な
「
ろ
う
者
」
た
ち
が
憲
兵
や
自
警
団
の
手
で
、

な
ぶ
り
殺
さ
れ
た
。

ろ
う
者
の
「
聾
」
と
は
、
古
代
中
国
の
神
獣
「
龍
」
の
耳
が
き
こ
え
な
い
故
事
か
ら
、
龍
の
文
字
の

下
に
耳
を
添
え
て
「
ロ
ウ
」
と
発
音
。「
唖あ

」
は
話
せ
な
い
こ
と
。
耳
が
き
こ
え
な
い
と
発
音
発
話
が

で
き
な
い
た
め
「
聾ろ

う
あ唖

」
と
表
記
。
関
東
大
震
災
の
朝
鮮
半
島
出
身
者
虐
殺
の
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、

ろ
う
者
た
ち
が
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
に
誤
認
さ
れ
て
惨
殺
さ
れ
た
史
実
は
、
歴
史
の
闇
に
葬ほ

う
むら

れ
た
ま

ま
だ
。
今
か
ら
三
四
年
前
、
戦
前
の
大
阪
市
立
聾
唖
学
校
の
元
教
師
か
ら
、
関
東
大
震
災
下
の
「
ろ
う

者
」
惨
殺
の
証
言
に
接
し
衝
撃
を
受
け
た
。
だ
が
、
裏
付
け
る
文
字
記
録
が
な
く
、
以
降
の
歳
月
は
史

料
発
見
の
渉

し
ょ
う
り
ょ
う

猟
に
費
や
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
歴
史
の
闇
に
葬
ら
れ
た
手
話
と

口
話
』（
二
〇
二
三
年
、
神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
）
に
ま
と
め
た
。

震
災
当
時
、
聾
唖
学
校
は
義
務
教
育
で
な
く
、
就
学
率
は
一
〇
％
未
満
。
東
京
の
未
就
学
「
ろ
う
者
」
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は
推
定
で
一
万
二
〇
〇
〇
人
。
当
時
の
新
聞
記
事
に
は
、
官
立
東
京
聾
唖
学
校
の
生
徒
の
半
数
以
上
が

生
死
不
明
と
あ
る
。
ほ
か
に
私
立
日
本
聾
話
学
校
の
女
子
生
徒
二
名
が
自
警
団
に
襲
わ
れ
た
記
録
が
あ

る
。
ろ
う
学
校
の
義
務
教
育
化
は
戦
後
の
一
九
四
八
年
か
ら
で
、
教
室
に
集
ま
っ
た
生
徒
の
年
齢
は
一

六
～
一
九
歳
の
年
長
者
ば
か
り
。
さ
ら
に
、
各
自
が
自
分
の
家
族
で
し
か
通
じ
な
い
「
身
ぶ
り
」「
手

ま
ね
」
を
使
う
た
め
、
教
師
は
お
ど
ろ
き
、
教
室
は
混
乱
し
た
。

手
話
は
サ
イ
ン
コ
ー
ド
（
身
振
り
記
号
）
と
文
法
と
優
れ
た
空
間
表
現
を
も
つ
が
、
い
か
ん
せ
ん
文

字
を
も
た
な
い
言
語
だ
。
関
東
大
震
災
下
の
「
ろ
う
者
」
惨
殺
の
記
録
が
な
い
の
は
、
手
話
が
文
字
で

な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
惨
殺
を
逃
れ
た
「
ろ
う
者
」
が
語
る
手
話
を
読
み
取
り
、
そ
れ
を
文
字
化
し

よ
う
と
し
た
手
話
通
事
（
通
訳
）
が
い
な
か
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
日
本
語
の
発
音
と
発
話
を
優
先
し

た
「
口
話
法
教
育
」
が
主
流
だ
っ
た
た
め
、
文
字
教
育
に
は
力
を
注
が
ず
、
ろ
う
者
が
活
字
に
残
せ
な

か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
口
話
法
に
傑
出
し
た
「
ろ
う
者
」
が
多
数
惨
殺
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
関
係

者
が
不
都
合
な
史
実
と
し
て
文
字
に
残
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
記
録
が
な
い
理
由
は
複
雑
だ
。

そ
の
手
話
だ
が
、
今
、
日
本
に
は
二
つ
の
異
な
る
手
話
が
あ
る
。
耳
が
き
こ
え
な
い
人
た
ち
が
使
う

手
話
と
、
手
話
サ
ー
ク
ル
で
広
が
る
「
耳
が
き
こ
え
る
人
た
ち
の
手
話
」。
ろ
う
者
ば
か
り
が
会
話
す

る
場
面
で
は
、
耳
が
き
こ
え
な
い
人
た
ち
の
手
話
を
使
う
が
、
耳
が
き
こ
え
る
人
が
来
る
と
、
耳
が
き

こ
え
る
人
た
ち
の
手
話
に
無
意
識
に
切
り
替
え
る
。
手
話
サ
ー
ク
ル
で
生
ま
れ
た
手
話
が
、「
ろ
う
者

の
手
話
」
を
脅
か
す
現
場
を
何
度
も
見
て
き
た
。
耳
の
き
こ
え
な
い
人
た
ち
の
手
話
は
、「
消
滅
危
機

言
語
」
の
き
び
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

ふじい　ひろゆき

元伊丹市役所職員。
手話を母語に生きる人たちのコミュニケーション支援を続けて半
世紀。
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日
韓
は
、
日
本
が
植
民
地
支
配
を
し
た
歴
史
が
あ
り
、
い
ま
だ
解
決
で
き
て
い
な
い
問
題
が
あ
り
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
法
律
や
制
度
、
文
化
を
お
互
い
に
交
流
・
参
考
に
し
な
が
ら
、
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
急
速
な
低

出
産
（
少
子
化
）、
高
齢
化
、
貧
困
な
ど
、
抱
え
る
社
会
課
題
も
、
似
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
三
年
の
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
出
生
率
）
は
、
一
・
二
六
と
過
去
最
低
で
し
た
。
出
生
数
は
七
年
連
続
で
減

少
し
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
、
韓
国
は
、
二
〇
〇
三
年
に
一
・
一
九
ま
で
低
下
し
、
二
〇
二
三
年
に
は
〇
・
七
八
と
過
去
最

低
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
両
国
と
も
、
今
後
も
出
生
率
の
低
下
は
つ
づ
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
六
五
歳
以
上
高
齢
者
の
数
は
、
一
九
九
四
年
に
一
四
％
、
二
〇
〇
七
年
に
二
一
％
を
超
え
、
二
〇
二
三
年
は
二
九
・

一
％
と
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
の
韓
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
七
％
を
超
え
、
二
〇
二
〇
年
に
一
四
％
を

超
え
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
の
高
齢
化
率
は
一
七
・
五
％
と
日
本
よ
り
低
い
で
す
が
、
二
〇
二
五
年
ご
ろ
に
は
超
高
齢
社
会

で
あ
る
二
一
％
に
達
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
四
％
か
ら
二
一
％
ま
で
、
日
本
は
一
三
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
韓
国
は

そ
れ
を
た
っ
た
五
年
で
迎
え
て
し
ま
う
予
想
で
す
。

い
っ
ぽ
う
で
、
韓
国
の
最
低
賃
金
（
全
国
単
一
）
は
、
二
〇
〇
三
年
の
二
二
七
五
ウ
ォ
ン
か
ら
二
〇
二
三
年
に
は
九
六
二

〇
ウ
ォ
ン
（
約
一
〇
八
〇
円
）
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
二
〇
年
間
で
約
四
倍
で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
が
声
を
上
げ
、
行
動
し

た
結
果
で
す
。
韓
国
は
、
日
本
と
比
べ
て
と
く
に
若
者
の
投
票
率
が
高
く
、
一
八
～
三
九
歳
の
投
票
率
を
み
る
と
、
二
〇
二

〇
年
の
国
会
議
員
選
挙
で
は
五
八
・
六
％
（
全
体
で
は
六
六
・
二
％
）、
二
〇
二
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
七
〇
・
九
％
（
全

特集特集

日
本
と
韓
国
　
学
び
合
い
見
え
て
く
る
こ
と
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体
で
は
七
七
・
一
％
）
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
の
日
本
は
、
二
〇
二
二
年
の
衆
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
率
が
、

一
〇
代
が
三
五
・
四
％
、
二
〇
代
が
三
四
・
〇
％
、
三
〇
代
が
四
四
・
八
％
で
し
た
（
全
体
で
は
五
五
・
九
％
）。

大
統
領
制
を
と
る
韓
国
は
、
政
策
の
構
想
や
立
案
段
階
で
、
大
統
領
の
意
向
が
強
く
働
き
ま
す
。
し
か
も
再
選
不
可
の
五

年
単
位
制
の
た
め
、
短
期
間
で
成
果
を
出
そ
う
と
思
い
切
っ
た
政
策
立
案
が
打
ち
出
さ
れ
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
実
行
に
移
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
と
に
か
く
実
行
に
移
し
て
、「
走
り
な
が
ら
考
え
る
」
ス
タ
イ
ル
で
、
こ
の

点
は
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
、
動
か
な
い
日
本
と
の
大
き
な
ち
が
い
だ
と
思
い
ま
す
。

『
韓
国
社
会
の
現
在　

超
少
子
化
、
貧
困
、
孤
立
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
』（
春
木
育
美
著
、
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
に
よ
る
と
、

韓
国
で
は
二
〇
〇
五
年
に
「
低
出
産
・
高
齢
社
会
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
を
、「
国
家
の
競
争
力
を

高
め
、
国
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
国
家
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
（
第
一
章
総
則
第
一
条
）」
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
こ
こ
か
ら
す
で
に
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
え
が
あ
っ
た
」
と
筆
者
は
指
摘
し
ま
す
。「
労
働
人
口
減
少
へ
の
危
機
感
か

ら
制
度
設
計
さ
れ
た
少
子
化
対
策
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会
の
実
現
で
は
な
く
、
女
性
の
労
働

力
化
に
主
眼
が
置
か
れ
た
か
ら
」
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
に
先
駆
け
て
保
育
料
の
無
償
化
や
男
性
の
育
休
活
性
化
に
力

が
入
れ
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
い
女
性
た
ち
は
「
子
育
て
が
楽
し
そ
う
に
見
え
な
い
。
自
己
犠
牲
の
う
え
に
成

り
立
っ
て
い
る
」
と
、
低
出
産
の
進
行
が
と
ま
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
ず
、
国
家
存
続

の
た
め
の
少
子
化
対
策
と
い
う
点
で
、
日
本
の
少
子
化
対
策
と
大
き
く
共
通
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
の
「
少
子
化
対
策
」
の
視

点
を
あ
ら
た
め
な
い
限
り
、
問
題
は
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
韓
国
の
状
況
は
示
唆
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
合
宿
研
究
会
で
は
、
そ
う
し
た
政
治
的
な
背
景
や
根
底
の
問
題
ま
で
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
同
じ
福
祉
や
運
動
の
現
場
で
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
と
、
め
ざ
す
社
会
の
あ
り
方
や
思
い
、
願
い
を
共

感
・
共
有
し
ま
し
た
。�

（
編
集
主
任　

申
）


